
徳島在住

1980 徳島県生まれ
2004 岡山県立大学デザイン学部卒
2015 ワンダーシード2015|入選
2016 個展「碑について」CCCSCD（岡山）
2017 永川市芸術創作スタジオ（韓国）レジデンス
2021 世界ポスタートリエンナーレトヤマ2021|入選
2024 FACE2024|入選
2025 個展「108回人知れずなく」SoCo（岡山）
2026 Visible / Invisible| 徳島県立近代美術館ギャラリー（徳島）
2026 個展「108回人知れずなく」The Booth by PandA（東京）

実物サイズ H約302 × W約221 × D約180cm
実物重量 300〜500kg
実物素材 FRP、鉄

108回人知れずなく / 108 Secret Cries
永田広志 / NAGATA Hiroshi 

作家略歴

2026年
4月 調書提出、初期方針の確認。
5月～8月 運送方法検討。

制作へ向けた基本条件の確定。
9月～12月 制作へ向けた仕様の調整と最終確認。

2027年
1月～3月 ３Dデータをもとに制作。

原型加工、FRP成形、内部金物・椅子・台座など
4月～8月 輸送手配、搬入準備、作品搬入。
9月 作品設置、調整。

制作スケジュール

私の作品は、いつも自画像から始まります。
この作品もまた、自分自身の身体感覚や内面をもとにした自
画像の延長にある彫刻です。

大きくふくらんだ筋肉のようなかたちは、一見すると強さや
存在感を感じさせますが、その内側は空洞です。
私はこの「強く見える外側」と「空白を抱えた内側」の矛盾
に、人間の本質が表れると考えています。

私たちは外からは強そうに見えても、内側には不安や孤独、
言葉にできない感情を抱えながら生きています。
この作品は、そうした「外側の強さ」と「内側の空白」が同
時に存在する人間の姿を形にしようとしたものです。

身体のようでありながら身体を超え、記念碑のようでありな
がら脆さを含んだこの像は、風景の中に置かれることで、人
間の存在の不安定さと、それでもなお立ち続けようとする意
志を静かに示します。私は椅子に座って、ときわ湖をずっと
見つめ続けています。

制作にあたっての思いや鑑賞者へのメッセージなど

造形工房四次元／大阪府

制作場所
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